
雨
と
は
異
質
で
あ
り
、
特
異
な
世
界
を
世
話
物
風
に
描
い
て
い
る
点
で
は
、

露
伴
に
通
う
と
こ
ろ
が
あ
り
、
民
友
社
の
平
民
主
義
を
反
映
し
て
、
弱
者

へ
の
同
情
を
示
し
て
い
る
点
で
は
、
一
葉
に
も
通
ず
る
と
こ
ろ
が
あ
る
が
、

深
刻
小
説
の
先
駆
的
な
悲
劇
的
結
構
を
も
っ
て
出
発
し
て
お
り
、
広
津
柳
渡

に
最
も
近
い
作
風
の
作
家
と
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
そ
う
し
て
こ
の
傾
向

は
そ
の
後
も
一
貫
し
て
い
く
の
で
あ
る
。

注
①
　
柳
田
泉
「
古
い
記
憶
か
ら
（
五
）
　
－
社
会
小
説
家
金
子
春
夢
I

I
L
（
『
文
学
』
第
二
八
巻
第
五
号
所
収
）
に
よ
る
。

二
一

④
　
花
立
三
郎
著
『
大
洋
義
塾
I
I
一
民
権
私
塾
の
教
育
と
思
想
』
に

出
身
地
不
明
六
十
六
名
の
中
に
金
子
佐
平
の
名
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る

（
P
二
五
四
に
よ
る
。
）
。

③
柵
山
人
「
藷
碓
今
深
雪
妄
評
（
続
）
」
（
『
改
進
新
聞
』
明
視
∴
P

・
1
2
二
六
五
七
号
所
載
）
、
春
夢
「
柵
山
人
に
答
ふ
」
　
（
『
国
民
新

聞
』
明
2
4
・
1
2
・
2
4
、
六
一
二
号
所
載
）
に
よ
る
。

④
　
こ
れ
は
『
今
深
雪
』
の
本
文
中
に
「
お
清
殿
万
歳
！
万
々
歳
用
…
」

（
十
一
葉
オ
～
ウ
）
と
あ
る
の
を
、
か
ら
か
っ
た
の
で
あ
る
。

⑤
　
本
文
は
木
版
摺
で
草
仮
名
を
使
用
し
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も
普
通

の
平
仮
名
に
直
し
て
引
用
す
る
。
（
あ
し
や
・
の
ぶ
か
ず
　
本
学
教
授
）

『
夢
　
　
幻
』
　
　
考

－
　
『
九
雲
夢
』
　
と
の
比
較
I
I
－

ー

「
署
名
な
し
」
な
が
ら
、
『
夢
幻
』
の
作
者
と
推
定
さ
れ
る
小
宮
山
桂
介
、

雅
号
天
香
の
家
系
は
、
中
世
信
濃
国
郷
士
出
自
、
武
田
家
に
仕
え
た
小
宮
山

丹
後
守
昌
友
あ
た
り
か
ら
明
ら
か
に
さ
れ
る
。
水
戸
藩
士
と
な
っ
た
曽
祖

父
、
祖
父
共
に
、
昌
の
字
を
冠
し
、
父
昌
堅
の
末
子
（
五
女
六
男
）
、
幼
名
磯

五
郎
、
成
人
名
昌
孫
が
、
の
ち
の
天
香
、
即
眞
居
士
で
あ
る
。

徳
川
御
親
藩
に
、
「
武
」
よ
り
「
文
」
を
も
っ
て
仕
え
た
家
柄
と
し
て
、

「
韓
使
（
李
朝
通
信
使
）
と
唱
和
応
酬
」
の
記
録
も
み
ら
れ
る
が
、
半
井
家

の
よ
う
に
『
三
国
史
記
』
「
高
麗
・
李
朝
漢
籍
」
『
東
聾
宝
鑑
』
等
を
、
少
く

と
も
三
代
に
わ
た
っ
て
教
養
書
と
し
た
歴
史
は
な
い
。
ま
し
て
「
春
香
伝
」

『
九
雲
夢
』
等
の
「
謙
語
（
う
た
が
た
り
）
」
「
（
花
郎
）
史
記
列
伝
」
に
親
し

ん
だ
少
年
期
を
想
像
す
る
こ
と
も
、
筆
者
に
は
不
可
能
で
あ
る
。
青
年
期
す

で
に
（
「
仮
名
読
新
聞
」
を
経
て
）
地
方
小
新
聞
（
甲
府
「
観
風
新
聞
」
）
記
者

『
夢
　
幻
』
考

塚
　
　
田
　
　
満
　
　
注

と
な
り
、
「
雑
報
」
や
「
（
政
治
）
小
説
」
「
（
艶
種
）
読
物
」
等
々
に
筆
を
と

っ
た
経
験
が
、
三
十
代
、
東
京
朝
日
主
筆
の
地
位
に
つ
く
の
に
役
立
っ
た
こ

と
は
疑
え
な
い
が
。
眞
偽
は
と
も
か
く
、
明
治
二
十
三
年
二
月
頃
か
ら
「
う

つ
病
状
態
」
を
知
友
に
訴
え
、
二
十
四
年
二
月
の
一
葉
日
記
に
も
「
脳
の
病

で
頼
義
中
」
の
事
実
が
記
さ
れ
て
い
る
。
今
日
の
主
筆
（
通
称
、
デ
ス
ク
）

と
当
時
の
そ
れ
は
、
比
較
に
な
ら
な
い
激
務
で
あ
っ
た
と
推
さ
れ
る
が
。
た

と
え
自
宅
に
引
籠
っ
て
の
仕
事
と
み
て
も
、
物
理
的
に
は
と
も
か
く
、
心
理

的
に
過
重
負
担
と
思
わ
れ
る
。
ま
し
て
後
述
の
よ
う
に
、
『
九
雲
夢
』
の
翻

案
に
相
違
な
い
「
構
想
」
　
「
構
成
」
か
ら
は
、
信
じ
が
た
い
「
奇
蹟
」
の
連

載
期
間
と
い
え
よ
う
。
か
り
に
醒
々
居
士
稿
（
「
椿
姫
」
の
翻
案
『
新
編
黄

昏
日
記
』
の
署
名
）
、
或
い
は
素
園
こ
と
小
宮
山
天
香
作
と
明
記
さ
れ
て
い

た
と
し
て
も
、
桃
水
の
人
と
文
学
に
親
し
ん
だ
筆
者
に
と
っ
て
は
、
容
易
に

首
肯
し
が
た
い
構
想
で
あ
り
、
「
文
体
」
で
あ
る
。
む
ろ
ん
、
頼
義
中
と
い

え
ど
も
表
向
き
は
主
筆
の
職
に
あ
る
立
場
と
し
て
、
『
夢
幻
』
連
載
前
後
の

趣
向
の
相
談
、
或
い
は
「
校
閲
」
等
に
「
骨
を
折
っ
た
」
の
は
当
然
で
あ
ろ

一
三



ぅ
。
が
、
「
（
桃
水
の
）
文
体
」
と
い
う
よ
り
、
李
朝
両
班
の
筆
に
成
る
、
巻

物
（
G
A
N
M
U
L
）
　
（
「
（
花
郎
）
史
伝
」
特
有
の
文
体
を
変
え
る
に
到
ら

ず
、
結
果
的
に
「
署
名
な
し
」
に
落
着
い
た
、
と
み
る
の
が
「
自
然
」
で
は

な
か
ろ
う
か
。

天
香
自
身
、
晩
年
知
友
に
語
っ
た
と
い
う
、
「
（
『
夢
幻
』
を
指
し
て
）
　
あ

あ
い
う
も
の
は
二
度
と
書
け
な
い
」
と
の
述
懐
は
、
「
（
署
名
は
し
な
か
っ
た

が
）
自
分
が
書
い
た
」
こ
と
の
肯
定
の
意
で
は
な
く
、
「
（
到
底
理
解
の
及
ば

な
い
）
『
九
雲
夢
』
を
座
右
の
書
と
し
、
岨
噛
吸
収
し
た
（
桃
水
滴
史
の
よ

ぅ
な
）
作
は
書
け
な
い
」
こ
と
へ
の
慨
嘆
で
あ
っ
た
、
と
も
推
さ
れ
る
。
以

上
い
ず
れ
も
推
察
に
す
ぎ
な
い
「
署
名
な
し
」
の
検
討
は
し
ば
ら
く
措
き
、

『
夢
幻
（
む
げ
ん
）
』
に
お
け
る
『
九
雲
夢
』
の
影
響
を
、
前
編
（
M
2
7
・

9
月
か
ら
飾
回
）
、
後
編
（
M
2
8
・
4
月
か
ら
％
回
）
に
わ
た
っ
て
、
可
能

な
か
ざ
り
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

二

『
夢
幻
』
前
編
第
一
は
、
「
比
叡
山
さ
く
ら
」
と
題
き
れ
、
『
九
雲
夢
』

巻
一
「
蓮
華
峰
に
大
に
法
芋
を
開
き
、
眞
上
人
楊
家
に
幻
生
す
」
に
記
さ
れ

る
、
「
六
観
大
師
と
そ
の
弟
子
」
の
修
行
場
、
北
方
に
洞
庭
潮
を
の
ぞ
む
南

獄
、
通
称
衡
山
（
W
I
S
A
N
）
を
、
琵
琶
湖
の
南
方
に
そ
び
え
る
叡
山
に

置
換
え
、
五
峯
、
五
岳
の
絶
景
を
語
る
と
こ
ろ
か
ら
は
じ
ま
る
。
「
湘
江
の

水
」
は
、
さ
し
ず
め
「
賀
茂
川
」
に
あ
た
ろ
う
。

両
作
共
（
田
地
、
出
自
不
明
と
さ
れ
る
）
六
観
大
師
名
は
そ
の
ま
ま
で
あ

一
四

る
が
、
彼
の
草
庵
と
、
選
び
ぬ
か
れ
た
直
弟
子
た
ち
の
修
行
場
は
、
蓮
華
峯

（
『
九
雲
夢
』
）
に
代
っ
て
西
塔
か
ら
横
川
一
帯
、
現
在
の
奥
比
叡
風
景
と
し

て
写
し
出
さ
れ
る
。
大
師
常
住
草
庵
の
名
は
「
無
明
寺
」
、
そ
の
奥
の
幽
谷
は

「
無
明
谷
」
と
さ
れ
、
当
時
（
平
安
末
期
）
最
澄
法
師
こ
と
、
の
ろ
の
伝
教

大
師
が
、
「
寒
・
濃
」
に
耐
え
て
「
行
・
論
」
に
は
げ
ん
だ
「
無
動
寺
・
無

動
寺
谷
」
の
「
詞
（
史
と
詩
）
」
と
一
致
す
る
。
つ
ま
り
、
六
観
大
師
の
イ

⑤

メ
ー
ジ
を
作
る
に
あ
た
っ
て
、
作
者
は
、
憧
憬
の
人
「
伝
教
大
師
」
の
そ
れ

を
重
ね
た
、
と
ま
ず
推
さ
れ
る
。

因
み
に
、
『
夢
幻
』
第
一
「
比
叡
山
さ
く
ら
」
か
ら
、
第
五
「
無
明
の
谷
」

に
到
る
奥
比
叡
風
景
（
と
、
そ
こ
で
の
生
活
）
」
は
、
『
夢
』
と
題
さ
れ
る
明

治
二
十
三
年
代
の
桃
水
痴
史
作
『
夢
』
（
連
載
二
十
回
、
小
題
も
す
べ
て
「
夢
」

と
な
っ
て
い
る
）
中
「
霊
鷺
山
」
と
よ
ば
れ
る
深
山
幽
谷
の
そ
れ
に
、
よ
り

具
体
的
に
語
ら
れ
て
い
る
。
『
胡
砂
』
に
み
ら
れ
る
「
貴
種
流
離
謹
」
、
或
い

は
『
葉
山
繁
山
』
に
み
ら
れ
る
「
御
家
騒
動
物
」
と
も
い
う
べ
き
『
夢
』
は
、

「
筆
者
（
桃
水
）
自
身
の
病
中
の
夢
（
口
上
書
）
」
か
ら
着
想
さ
れ
、
好
夢

（
眞
正
血
統
の
貴
子
、
ジ
ク
ム
ン
ド
王
子
二
十
才
以
後
の
宮
廷
生
活
）
悪
夢

（
深
山
の
石
窟
に
二
十
年
間
幽
閉
さ
れ
た
生
活
）
の
対
照
を
軸
に
構
成
さ
れ

た
中
篤
で
あ
る
。
前
、
後
篇
に
わ
か
れ
て
は
い
る
が
、
一
往
父
子
二
代
記
と

し
て
の
長
編
を
構
想
し
た
と
思
わ
れ
る
『
夢
幻
』
は
、
い
わ
ば
『
九
雲
夢
』

の
平
安
朝
版
で
あ
り
、
『
夢
』
は
、
（
異
国
）
ポ
ー
ラ
ン
ド
王
朝
版
と
も
解
さ

れ
る
。
或
い
は
、
「
壱
岐
の
島
」
を
は
じ
め
、
日
本
列
島
に
も
残
る
「
百
合

若
伝
説
（
巨
人
伝
説
）
」
の
現
在
版
を
意
図
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

が
、
し
か
し
、
『
夢
』
の
「
霊
鷺
山
、
石
窟
」
で
、
牡
鹿
に
慰
め
ら
れ
、
山

猿
に
悩
ま
さ
れ
る
「
人
と
も
獣
と
も
つ
か
ぬ
」
異
邦
の
王
子
の
生
は
、
「
夢

に
も
忘
れ
ぬ
」
半
井
泉
太
郎
（
幼
名
）
明
治
十
年
比
叡
籠
山
期
を
重
ね
て
構
想

さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
疑
念
の
余
地
は
な
い
、
と
そ
の
写
実
性
か
ら
断
言
で
き

る
。
更
に
言
え
ば
、
眞
正
血
筋
の
ジ
ク
ム
ン
ド
王
子
と
、
好
夢
、
悪
夢
の
生

を
共
に
し
、
「
好
夢
」
で
は
「
ク
ロ
ー
タ
ル
ド
博
士
」
、
「
悪
夢
」
で
は
、
「
石

窟
の
番
人
、
兼
、
霊
鷲
峯
の
古
老
」
と
し
て
、
終
始
、
王
子
の
庇
護
教
導
に

あ
た
る
人
物
は
、
眞
蓮
（
『
夢
幻
』
第
一
よ
り
第
五
に
登
場
す
る
六
観
大
師

の
弟
子
で
十
六
才
の
稚
児
僧
）
　
に
於
け
る
、
六
観
和
尚
の
イ
メ
ー
ジ
と
ま
ず

共
通
す
る
「
大
悟
の
ひ
ど
（
巨
人
・
大
人
）
」
で
あ
る
。
（
叡
山
追
放
の
「
夢
」

さ
め
て
の
ち
の
）
主
人
公
、
橘
千
春
、
十
六
才
は
、
「
科
挙
（
文
官
登
用
試

験
）
　
に
都
を
め
ざ
す
『
九
雲
夢
』
の
楊
千
里
、
十
四
、
五
才
」
な
ら
ぬ
「
大

学
寮
、
学
生
」
を
め
ざ
し
て
、
武
蔵
国
忍
岡
の
「
母
子
家
庭
」
か
ら
、
上
洛

す
る
が
。
そ
の
後
半
生
の
思
考
、
思
想
に
深
い
影
響
を
与
え
て
い
る
の
が
、

「
六
観
大
師
」
に
教
え
ら
れ
た
「
天
台
の
教
訓
」
で
あ
り
「
修
禅
」
体
験
者

の
態
度
で
も
あ
り
、
か
つ
、
「
（
花
郎
）
史
記
列
伝
」
に
学
ん
だ
「
儀
礼
」
の

意
志
で
も
あ
る
。

「
十
六
才
の
田
舎
書
生
と
し
て
、
尺
振
八
塾
に
学
び
」
　
「
十
八
才
、
三
菱

（
商
事
）
　
の
職
を
棄
て
て
比
叡
参
寵
を
め
ざ
し
た
」
半
井
翻
（
成
人
名
）
　
の

「
伝
教
志
向
」
に
匹
敵
す
る
「
意
志
」
が
、
青
年
小
宮
山
桂
介
（
成
人
名
）

の
新
聞
記
者
指
向
の
動
機
に
、
片
鱗
も
窺
え
な
い
こ
と
も
、
こ
の
際
、
敢
え

て
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
む
ろ
ん
、
「
（
水
戸
）
武
士
」
の
出
身
ら
し
く
、

「
魁
新
聞
の
危
機
に
際
し
」
「
泰
然
自
若
、
債
務
者
に
対
し
た
」
沈
着
冷
静

の
態
度
を
、
些
か
も
疑
う
も
の
で
は
な
い
が
。
少
く
と
も
「
眞
正
血
筋
の
王

『
夢
　
幻
』
考

子
（
『
夢
』
）
」
や
「
明
経
博
士
で
あ
り
、
等
、
琴
の
楽
の
教
養
も
ま
た
並
す

ぐ
れ
た
父
の
血
筋
争
え
ぬ
」
橘
千
春
（
『
夢
幻
』
）
　
の
青
春
を
語
る
に
は
、
繰

返
す
が
、
単
に
、
江
戸
武
士
の
学
問
教
養
の
み
で
は
、
心
理
的
に
過
重
負
担

の
仕
事
だ
っ
た
、
と
思
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

視
坐
が
拡
散
し
た
が
、
要
は
、
従
来
指
摘
さ
れ
た
唐
突
か
つ
、
尻
切
れ
と

ん
ぼ
に
終
っ
た
と
ぎ
れ
る
『
夢
幻
』
　
第
一
～
第
五
に
、
語
ら
れ
る
、
眞
蓮

（
『
九
雲
夢
』
の
性
虞
は
、
十
五
年
間
、
天
台
山
蓮
華
峯
に
修
禅
）
　
の
十
六
年

は
、
半
井
列
比
叡
参
籠
体
験
及
び
、
同
家
の
宗
教
禅
宗
を
抜
き
に
し
て
、
し

つ
け
ら
れ
た
儀
礼
等
、
『
九
雲
夢
』
巻
一
と
の
類
似
、
異
同
を
指
摘
し
て
も
、

無
意
味
で
あ
り
、
文
学
研
究
の
基
礎
作
業
に
す
ぎ
な
い
こ
と
に
言
及
し
た
の

み
で
あ
る
。

三

さ
て
、
本
格
的
な
「
対
比
」
は
、
第
六
（
忍
岡
）
以
降
前
篇
2
5
回
、
後
篇

2
8
回
を
、
怪
異
、
楊
家
に
転
生
後
の
巻
之
二
、
「
楊
千
里
、
酒
楼
に
桂
を
擢

ん
で
、
桂
蠣
月
、
鴻
に
賢
を
薦
め
ら
る
、
」
以
降
三
軍
、
巻
之
三
、
「
賀
春
雲

仙
と
為
り
鬼
と
為
る
、
狭
驚
鴻
乍
ら
に
陰
乍
ら
に
陽
、
」
以
降
三
章
と
の
「
比

較
（
理
解
優
先
、
の
ち
比
べ
る
）
」
か
ら
は
じ
め
た
い
。

底
本
は
、
青
柳
南
冥
訳
、
（
漠
文
体
）
　
『
九
雲
夢
』
（
T
3
、
3
刊
、
朝
鮮
研

究
会
・
在
、
京
城
）
　
で
あ
る
。
巻
之
四
は
、
楊
尚
書
（
文
を
以
て
王
に
仕
え

る
少
遊
の
職
名
）
が
、
国
難
に
際
し
、
「
楊
元
帥
」
と
し
て
南
蛮
、
北
狐
に

立
向
う
、
本
格
的
「
英
雄
伝
」
の
構
想
を
示
し
、
『
夢
幻
』
前
篇
終
章
（
第

一
五



二
五
、
琴
の
さ
だ
め
）
　
の
断
り
書
き
に
従
う
ま
で
も
な
く
、
後
篇
2
8
回
に
も

及
ぶ
「
巻
之
二
」
「
巻
之
三
」
の
恋
愛
遍
歴
や
、
青
春
の
悩
み
と
は
、
「
詞
」

を
異
に
し
て
い
る
。
む
ろ
ん
、
英
雄
（
『
夢
幻
』
は
、
公
卿
の
子
弟
と
し
て

終
始
）
色
を
好
む
の
「
余
裕
」
は
、
戦
場
に
あ
っ
て
も
変
ら
ず
、
龍
王
の
娘

と
契
り
を
交
し
た
り
、
凱
旋
後
は
、
婚
約
の
相
手
鄭
使
徒
の
娘
（
妓
生
桂
塘

月
に
教
え
ら
れ
、
女
装
し
て
近
づ
き
、
琴
の
秘
曲
を
奏
し
て
、
意
中
を
伝

え
、
館
の
一
室
を
与
え
ら
れ
て
い
る
）
　
の
み
な
ら
ず
、
国
王
の
息
女
蘭
陽
公

主
と
も
「
天
子
の
御
意
も
だ
し
が
た
く
」
結
ば
れ
る
。
と
い
っ
た
現
代
式
に

言
え
ば
妻
妾
同
居
争
わ
ず
、
「
光
源
氏
」
の
如
く
多
く
の
女
性
に
愛
さ
れ
る

男
子
理
想
の
生
を
現
世
で
全
う
し
て
い
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
仙
界
の
「
現

（
う
つ
つ
）
」
も
忘
れ
難
く
、
再
度
六
観
大
師
の
導
き
を
得
て
、
金
剛
経
を

授
け
ら
れ
、
二
十
年
の
俗
界
を
「
夢
幻
」
と
観
じ
、
性
異
に
た
ち
か
え
っ
た

少
遊
ば
、
蓮
華
道
の
大
衆
を
ひ
き
い
て
、
六
観
大
師
の
如
く
教
化
を
宣
べ
る

の
か
、
「
巻
之
六
」
　
終
章
で
あ
る
。
貴
族
男
子
の
「
夢
（
理
想
）
」
を
「
幻

生
」
（
肉
体
は
仙
界
に
、
幻
影
は
、
人
間
界
に
生
き
る
の
意
）
　
の
の
ち
、
す

べ
て
叶
え
ら
れ
な
が
ら
も
、
「
無
常
観
」
や
「
も
の
の
あ
は
れ
」
を
痛
感
し

た
わ
け
で
は
な
く
、
自
ら
の
肉
体
の
意
志
を
も
っ
て
、
仙
界
復
帰
を
果
す
の

は
、
い
か
に
も
仏
教
を
国
教
と
し
た
統
一
新
羅
花
郎
道
的
発
想
で
は
あ
る
。

が
、
儒
教
を
国
教
と
し
た
李
朝
霜
宗
期
成
立
と
き
れ
る
『
九
雲
夢
』
平
安
朝

版
『
夢
幻
』
は
、
「
換
骨
奪
胎
」
を
巻
之
三
（
四
に
及
ぶ
と
こ
ろ
も
あ
る
が
）

ま
で
の
借
用
に
と
ど
め
、
理
解
を
及
ぼ
し
た
の
ち
の
「
征
服
併
合
」
は
、

『
胡
砂
』
前
後
篇
朝
田
に
よ
っ
て
、
果
し
終
り
、
更
に
『
続
胡
砂
吹
く
風
』

（
8
1
回
）
に
巻
之
五
、
六
の
展
開
を
持
込
ん
で
い
る
。

一
六

こ
の
こ
と
は
、
桃
水
痴
史
訳
と
み
た
場
合
の
、
巻
之
五
、
六
へ
の
言
及
で

あ
る
が
、
『
胡
砂
吹
く
風
』
考
Ⅱ
、
に
詳
説
し
て
あ
る
の
で
、
こ
こ
で
は
、

一
応
あ
ら
筋
の
説
明
に
と
ど
め
る
。

ひ
き
つ
づ
き
、
対
比
を
す
ゝ
め
れ
ば
、
「
無
明
の
谷
（
第
五
）
」
　
へ
突
き
落

と
さ
れ
る
眞
蓮
の
夢
か
ら
覚
め
た
（
第
六
、
忍
岡
）
橘
千
春
十
六
才
は
、
「
大

学
寮
の
考
試
」
を
め
ざ
し
て
、
上
洛
す
る
。
そ
の
途
次
、
尾
張
・
熱
田
の
旅

宿
で
、
船
留
め
に
遭
遇
し
、
無
訓
の
ま
ま
散
歩
に
出
て
「
由
あ
り
け
な
山

荘
」
に
住
む
、
（
前
司
季
秋
の
娘
）
白
露
を
垣
間
み
る
　
（
第
八
、
小
熊
の
透

影
）
。
こ
れ
は
、
『
九
雲
夢
』
の
楊
少
遊
こ
と
、
字
千
里
が
、
華
隠
県
の
幽
藻

で
、
美
女
（
娃
・
秦
氏
、
名
は
彩
鳳
）
　
の
浴
（
ゆ
あ
み
）
を
垣
根
ご
し
に
眺

め
、
「
楊
柳
詞
」
を
吟
じ
て
お
ど
ろ
か
し
、
そ
の
夜
の
逢
瀬
を
約
し
た
ま
ま
、

『
夢
幻
』
は
騒
乱
（
応
仁
の
乱
か
～
）
、
『
九
雲
夢
』
は
禍
乱
（
胡
夷
の
反
乱
）

に
ま
き
こ
ま
れ
て
、
女
運
は
行
方
不
明
と
な
る
。
千
春
は
浜
辺
へ
逃
れ
、

（
少
遊
は
、
山
中
へ
逃
れ
て
）
難
を
免
か
れ
る
。
浜
辺
の
芦
屋
で
、
か
つ
て

父
を
議
し
た
雅
楽
寮
合
人
の
成
れ
の
果
て
に
「
毎
の
秘
曲
」
を
き
ず
け
ら
れ
、

都
で
叔
父
光
然
法
師
の
手
引
き
で
（
第
十
九
、
東
山
妙
音
寺
）
遠
祖
橘
諸
兄

の
流
れ
「
河
原
の
井
手
殿
」
の
息
女
文
姫
に
ま
ず
「
琴
の
名
手
」
た
る
こ
と
を
認

め
ら
れ
る
（
第
廿
三
、
手
向
の
琴
の
音
）
伏
線
と
な
る
。
山
中
へ
逃
れ
た
少

遊
ば
、
隠
棲
の
老
道
士
に
救
わ
れ
て
「
玄
琴
」
の
秘
曲
を
伝
授
き
れ
、
「
楊

千
里
、
酒
槙
に
桂
を
選
ぶ
（
巻
之
二
）
」
場
で
出
会
っ
た
（
妓
生
）
桂
蠣
月

に
教
え
ら
れ
た
　
「
鄭
使
徒
（
藩
制
で
い
え
ば
お
馬
廻
り
役
格
）
」
の
娘
蝮
貝

に
近
づ
く
方
法
と
し
て
、
女
通
人
に
化
け
て
「
秘
伝
の
琴
の
曲
」
を
抜
露
す

る
。
こ
の
へ
ん
が
、
悲
恋
物
語
と
し
て
の
『
夢
幻
』
の
下
敷
き
で
も
あ
る
。

が
「
儒
教
」
で
は
、
長
く
「
（
あ
ざ
む
か
れ
た
）
女
性
が
　
（
あ
ざ
む
い
た
）

男
性
へ
復
讐
す
る
」
た
め
の
、
厳
然
た
る
理
由
と
な
る
。

四

『
夢
幻
』
前
篇
終
章
第
二
十
五
「
琴
の
さ
だ
め
」
は
、
「
（
少
遊
の
女
装
を

見
破
っ
た
）
蝮
貝
が
（
か
ら
か
わ
れ
た
と
）
怒
っ
て
座
を
立
つ
」
の
を
、
千

春
（
第
廿
四
、
東
乙
女
）
の
女
装
に
は
気
づ
か
す
、
専
ら
「
琴
の
詞
曲
の
も

の
哀
し
さ
に
う
た
れ
て
、
た
え
き
れ
ず
、
唐
を
た
っ
た
」
よ
う
に
、
お
ぼ
め

か
さ
れ
て
い
る
。

こ
こ
で
『
夢
幻
』
前
篤
は
終
る
が
、
つ
づ
く
「
断
り
書
き
」
に
「
（
前
略
〉

比
の
へ
ん
尚
い
ま
だ
種
本
の
三
分
が
一
を
も
つ
く
さ
ず
（
後
略
）
」
と
あ
る

「
種
本
」
が
『
九
雲
夢
』
で
あ
る
こ
と
は
、
ほ
ぼ
一
年
を
経
て
「
筆
者
申
す

障
る
こ
と
」
も
な
く
な
り
、
後
篇
第
一
「
籠
居
」
　
に
、
「
儀
礼
」
の
婦
道

「
（
夫
以
外
の
）
男
と
、
女
装
に
だ
ま
さ
れ
て
直
接
相
対
し
た
こ
と
へ
の
屈
辱

感
」
を
、
春
雲
（
薗
貝
の
妹
同
様
に
育
て
ら
れ
た
父
の
部
下
の
娘
）
に
相
当

す
る
、
小
櫻
（
文
姫
の
侍
女
）
に
語
る
場
面
へ
語
り
つ
が
れ
る
こ
と
で
、
自

然
に
証
き
れ
よ
う
。
少
遊
の
無
礼
、
非
礼
に
対
す
る
竣
貝
の
憤
り
を
体
し

て
、
楊
尚
書
（
少
遊
）
を
山
荘
に
き
そ
い
、
上
蘭
を
よ
そ
お
っ
て
、
一
夜
の

歓
を
つ
く
し
、
そ
の
歓
び
が
忘
れ
ら
れ
ず
、
ま
た
ぞ
ろ
、
単
身
、
山
荘
を
訪

れ
て
「
一
樹
一
石
」
の
台
地
に
仰
天
す
る
と
こ
ろ
は
、
第
七
「
嵯
峨
山
」
、

第
八
「
高
峯
の
花
」
、
第
九
「
擬
月
夜
」
等
に
、
小
楔
の
所
行
と
し
て
、
巧

み
に
、
古
都
（
平
安
朝
の
北
山
、
西
山
辺
）
の
景
観
を
背
景
に
置
換
え
ら
れ

『
夢
　
幻
』
考

て
い
る
。
少
遊
、
楊
千
里
が
、
さ
ま
ざ
ま
の
恋
愛
遍
歴
に
か
か
わ
り
な
く
、
首
席
で

「
科
挙
」
に
通
り
尚
書
（
文
官
）
の
位
を
得
た
如
く
、
千
春
も
、
大
学
寮
を

出
て
、
内
裏
に
伺
候
四
位
の
蔵
人
と
な
る
が
、
「
そ
の
頃
新
羅
の
船
屡
々
来

り
て
西
の
国
々
を
騒
が
す
」
に
際
し
、
宮
廷
は
千
春
を
、
「
臨
時
に
五
位
の

宰
相
に
昇
せ
」
西
国
鎮
撫
に
派
遣
す
る
こ
と
と
な
る
。
こ
の
着
想
は
、
楊
尚

書
が
元
帥
と
し
て
出
征
す
る
の
と
類
似
し
て
い
る
が
、
第
十
五
「
筑
紫
の
嚢

（
つ
と
）
」
に
語
ら
れ
る
よ
う
に
、
要
は
、
太
宰
府
長
官
と
し
て
赴
任
す
る
途

次
、
「
桂
旛
月
（
『
九
雲
夢
』
、
巻
之
二
）
」
に
相
当
す
る
、
か
つ
て
馴
染
ん
だ
遊

女
（
『
夢
幻
』
、
前
篇
第
十
六
、
萩
の
一
本
）
と
の
す
れ
違
い
や
、
出
立
前
後
の
、

文
姫
、
小
櫻
た
ち
の
嘆
き
を
語
る
の
が
主
眼
で
あ
る
。
「
色
好
み
」
と
も
「
好

色
」
と
も
解
さ
れ
る
橘
千
春
の
後
半
生
は
、
『
九
雲
夢
』
巻
之
二
、
巻
之
三

が
、
両
班
貴
族
子
弟
の
「
陸
兵
」
、
後
宮
の
女
性
た
ち
の
「
雨
夜
の
品
定
め
」

を
主
眼
に
語
ら
れ
て
い
る
の
を
、
忠
実
に
受
容
吸
収
し
て
構
成
さ
れ
た
ゆ
え

の
所
産
と
い
え
る
。
そ
の
こ
と
は
、
（
宰
相
千
春
が
）
再
び
京
に
戻
っ
て
、

宿
直
中
、
盗
人
を
追
っ
て
　
「
遠
里
小
野
（
第
十
六
）
」
　
へ
ゆ
き
、
見
失
っ
て

「
小
葉
垣
を
め
ぐ
ら
し
た
草
屋
」
に
ゆ
き
合
い
、
見
覚
え
の
あ
る
大
堰
（
前

編
第
十
六
）
と
か
く
れ
住
む
玉
淵
（
雅
楽
寮
令
人
、
和
邁
部
伴
戌
の
娘
）
と
再

会
（
第
十
七
千
草
の
床
、
第
十
八
あ
ら
そ
ふ
露
）
、
太
宰
府
赴
任
途
次
の
難
を

救
わ
れ
た
恩
返
し
に
、
女
の
父
の
仇
犬
上
猛
を
生
捕
る
な
ど
、
『
九
雲
夢
』

巻
之
二
、
巻
之
三
の
登
場
人
物
は
、
巧
み
に
平
安
末
期
の
古
都
に
再
生
さ
せ

ら
れ
て
い
る
。
そ
う
い
う
『
夢
幻
』
後
篇
の
山
場
は
、
「
蘭
陵
公
主
（
『
九
雲

夢
』
）
」
に
あ
た
る
「
故
の
関
白
姫
君
」
八
の
君
と
の
縁
（
第
二
十
一
、
み
や

一
七



び
業
、
第
二
十
二
、
二
つ
扇
）
に
絡
ん
で
、
禍
乱
（
『
九
雲
警
）
に
本
意
な

く
生
別
れ
た
ま
ま
の
「
秦
彩
鳳
」
に
相
当
す
る
、
い
わ
ば
、
千
春
初
恋
の
相

手
「
尾
張
前
司
季
秋
の
女
白
露
」
と
の
再
会
で
あ
る
。

八
の
君
に
対
す
る
文
姫
、
小
横
の
嫉
妬
、
十
六
才
当
時
か
ら
の
恋
人
た
ち

へ
の
未
練
等
々
で
、
宰
相
橘
千
春
は
、
打
惑
う
ば
か
り
（
第
二
十
七
、
千
々

の
怨
）
の
と
こ
ろ
へ
、
終
章
（
第
二
十
八
、
傭
官
）
に
よ
っ
て
「
花
園
の
曹
司
」

へ
帰
っ
た
千
春
が
、
越
し
方
行
末
を
怨
み
嘆
く
と
こ
ろ
で
、
後
篇
は
終
っ
て

いる。

五

以
上
、
比
較
文
学
の
方
法
に
よ
る
『
夢
幻
』
と
『
九
雲
馨
の
構
想
構
成

を
、
大
ざ
っ
ば
に
対
照
し
た
が
、
改
め
て
、
両
者
の
「
文
体
」
の
共
通
性

を
、
「
軽
文
化
の
詞
」
を
視
坐
に
、
こ
れ
ま
た
可
能
な
限
り
指
摘
し
て
お
き

たい。国
王
、
或
い
は
こ
れ
に
匹
敵
す
る
長
上
に
捧
げ
る
、
絵
画
、
詞
華
、
等
に

「
署
名
、
花
押
な
し
」
は
、
韓
文
化
人
の
良
識
で
あ
る
、
と
は
繰
返
す
ま
で

も
な
い
。
誰
が
描
き
、
何
人
が
記
し
た
か
の
せ
ん
き
く
は
、
後
人
の
素
朴
な

興
味
に
よ
る
も
の
で
、
描
き
、
請
い
、
語
っ
た
ひ
と
の
「
文
化
思
慕
」
と
は

関
わ
り
の
な
い
「
俗
事
」
で
あ
る
。
読
者
も
ま
た
新
開
小
説
記
者
に
と
っ
て
、

君
主
に
価
す
る
「
奉
仕
の
柏
手
」
と
明
治
二
十
年
代
の
「
書
き
手
」
が
意
識

し
た
か
否
か
は
、
小
説
史
執
筆
者
は
む
ろ
ん
、
作
者
自
身
も
早
急
に
は
答
え

ら
れ
な
い
、
と
思
う
。

一
八

従
っ
て
、
本
考
で
は
「
痴
史
」
と
謙
譲
の
意
を
こ
め
て
、
『
夢
』
覇
砂
吹

く
風
』
等
を
も
の
し
た
桃
水
痴
史
の
「
儒
礼
の
意
志
」
と
、
鎖
国
文
化
人
の

一
典
型
と
み
ら
れ
る
小
宮
山
天
香
、
膣
々
居
士
の
学
ん
だ
「
江
戸
儒
教
、
啓

蒙
、
支
配
の
意
志
」
と
対
照
す
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
「
文
体
」
の
特

徴
に
言
及
し
た
い
。
在
野
の
口
伝
を
語
る
意
図
の
も
と
に
さ
れ
た
「
難
林
情

話
　
春
香
伝
」
の
邦
訳
は
、
私
見
に
よ
る
限
り
「
翻
訳
文
学
史
、
日
本
近
代

文
学
史
」
共
に
採
眉
し
て
い
な
い
。
が
繰
返
し
、
筆
者
が
説
く
よ
う
に
、

「
軽
文
化
の
詞
」
を
現
代
に
伝
え
る
に
足
る
彼
我
「
古
典
」
の
最
た
る
も
の

と
思
う
。
一
方
、
同
時
期
（
M
1
5
年
代
）
、
無
署
名
な
が
ら
天
香
が
執
筆
連
載
し
た

も
の
と
確
認
さ
れ
て
い
る
の
は
、
『
籠
勇
婦
テ
レ
ー
ズ
伝
（
M
や
Ⅱ
～
M
1
6

・
2
、
1
3
日
本
立
憲
政
党
新
聞
）
』
で
あ
る
。
後
に
『
難
断
逢
奇
縁
』
と
改

題
し
て
明
治
二
十
五
年
再
刊
さ
れ
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も
、
明
治
政
治
小
説
、

啓
蒙
小
説
の
類
い
を
出
ず
、
「
史
」
は
と
も
か
く
、
「
詩
」
を
読
み
と
り
得
な

い
の
で
、
ひ
と
ま
ず
措
く
。

六

所
謂
「
絵
入
読
物
」
と
し
て
、
「
椿
姫
」
翻
案
の
邦
訳
囁
矢
と
さ
れ
る

『
新
編
黄
昏
日
記
（
M
1
8
年
）
』
の
文
体
を
取
り
あ
げ
て
み
よ
う
。
筆
者
の

所
有
し
て
い
る
全
署
（
以
下
『
黄
昏
』
と
略
記
）
は
明
治
二
十
七
年
、
三
月

大
阪
撮
々
堂
よ
り
再
刊
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
。
「
テ
レ
ー
ズ
伝
」
の
よ
う

に
、
全
面
的
に
文
体
を
変
え
て
も
い
ず
、
む
ろ
ん
、
翻
訳
の
版
を
重
ね
る
毎

に
、
加
筆
∵
訂
正
、
削
除
等
の
「
骨
を
折
る
」
、
訳
者
と
し
て
の
常
識
も
使

行
し
て
い
な
い
の
で
、
明
治
十
年
代
の
翻
訳
文
学
と
し
て
、
『
夢
幻
』
前
の

一
例
に
あ
げ
て
差
支
え
な
い
と
考
え
る
。

着
想
（
起
蟹
と
考
え
て
も
よ
い
）
の
動
機
に
は
、
「
政
治
啓
蒙
」
の
意
志

は
む
ろ
ん
、
『
マ
ノ
ン
・
レ
ス
コ
オ
』
以
来
、
小
デ
ュ
ー
マ
　
（
「
椿
姫
」
　
の
作

者
）
の
み
な
ら
ず
、
フ
ラ
ン
ス
十
九
世
紀
末
青
年
知
識
人
が
、
試
行
錯
誤
し

つ
つ
、
飽
く
こ
と
な
く
追
究
し
た
「
原
罪
意
識
」
「
現
人
神
（
自
ら
の
良
心
）

と
の
対
決
、
対
話
」
等
を
、
構
想
の
基
調
と
す
る
「
近
代
文
学
（
M
O
D
E

R
N
・
L
I
T
A
L
A
C
H
U
L
A
）
」
の
片
鱗
も
窺
え
な
い
「
文
体
」
で

あ
る
。
文
例
を
あ
げ
る
ま
で
も
な
く
、
作
者
自
身
「
院
本
仕
立
て
」
と
称
し

て
い
る
よ
う
に
、
ア
ル
マ
ン
　
（
「
黄
昏
」
は
水
瀬
源
之
丞
）
が
、
マ
ル
ダ
リ

ッ
ト
（
「
仝
上
」
紀
園
庭
小
春
、
の
ち
落
籍
さ
れ
て
、
梅
本
小
春
）
に
贈
っ

た
『
マ
ノ
ン
・
レ
ス
コ
オ
』
は
、
「
心
中
天
網
島
」
浄
瑠
璃
本
で
あ
る
。
一

子
源
之
丞
を
連
子
し
て
、
灘
の
酒
造
業
水
瀬
家
の
後
家
お
三
輪
と
再
婚
し
た

父
（
旧
姓
近
藤
）
は
、
北
国
藩
士
の
成
れ
の
果
て
と
さ
れ
、
入
夫
後
水
瀬
家

血
筋
の
次
男
が
生
れ
、
譜
代
の
手
代
善
七
は
、
二
重
人
格
で
、
清
左
ヱ
門
、

源
之
丞
親
子
を
追
い
出
し
、
次
男
を
跡
目
に
す
え
、
集
配
と
ろ
う
と
企
む
、

「
御
家
騒
動
物
」
仕
立
の
、
家
庭
で
あ
る
。
「
天
縞
島
（
他
に
も
小
春
名
は

世
話
物
に
多
い
）
」
と
同
じ
源
氏
名
の
「
小
春
」
は
、
「
北
野
新
地
紀
国
屋
の

お
職
」
　
だ
が
、
遊
客
間
の
愛
称
は
　
「
夕
月
の
小
春
」
で
、
「
夕
霧
（
「
廓
文

章
」
）
大
夫
」
の
よ
う
な
、
頻
々
た
る
美
女
に
仕
立
て
ら
れ
て
い
る
。
「
肺
結

核
」
は
と
も
か
く
、
馬
車
で
チ
ュ
イ
リ
ー
公
園
へ
朝
の
散
歩
に
行
っ
た
り
、

「
マ
ノ
ン
・
レ
ス
コ
オ
」
を
読
み
ふ
け
っ
た
り
す
る
「
孤
独
の
自
由
」
を
楽

『
夢
　
幻
』
考

し
む
個
性
は
、
「
小
春
の
残
し
た
書
簡
」
で
は
全
く
わ
か
ら
な
い
。
要
す
る

に
「
小
春
」
　
「
夕
霧
」
　
「
小
繋
」
の
誰
が
書
こ
う
が
、
同
じ
内
容
、
文
章
に

な
る
で
あ
ろ
う
、
無
個
性
な
ヒ
ロ
イ
ン
で
あ
る
。

『
椿
姫
』
の
「
写
実
」
は
、
冒
頭
「
競
売
」
の
場
面
に
は
じ
ま
っ
て
、
マ

ル
ダ
リ
ッ
ト
を
は
i
じ
め
、
高
級
娼
婦
た
ち
の
居
住
し
た
「
1
9
世
紀
末
パ
リ
」

の
、
衣
食
住
文
化
と
、
ア
ル
マ
ン
と
同
棲
し
た
「
遠
い
郊
外
」
田
園
の
そ
れ

と
を
対
照
し
て
活
写
さ
れ
て
い
る
。

『
黄
昏
』
で
は
「
鰹
市
」
の
場
面
に
、
辛
う
じ
て
「
椿
姫
」
の
生
活
が
垣

間
み
ら
れ
る
の
み
で
、
小
春
や
、
女
た
ち
の
日
常
、
性
格
等
は
、
上
掲
「
上

方
和
事
」
の
舞
台
と
女
形
の
所
作
、
白
塗
り
の
顔
と
声
色
（
こ
わ
い
ろ
）
、

衣
裳
な
ど
を
重
ね
て
想
像
す
る
し
か
な
く
、
十
八
世
紀
末
以
降
の
近
代
主
義

（
M
O
D
A
N
I
S
U
M
）
は
お
ろ
か
、
十
九
世
紀
の
写
実
主
義
も
受
容
さ

れ
て
い
な
い
。
「
主
義
」
と
ま
で
ゆ
か
な
く
と
も
、
近
代
性
、
写
実
性
の
範

囲
で
あ
っ
て
も
、
明
治
十
年
二
十
年
代
の
翻
訳
文
学
全
般
へ
の
「
な
い
も
の

ね
だ
り
」
で
あ
る
。
『
マ
ノ
ン
・
レ
ス
コ
オ
』
を
「
心
中
天
の
網
島
」
に
、

「
椿
」
を
「
梅
」
　
（
但
し
、
屋
敷
と
姓
の
み
、
梅
花
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
紅
、

白
共
に
な
い
）
」
に
置
換
え
た
だ
け
の
冒
頭
、
す
で
に
「
江
戸
の
荒
事
」
に

対
す
る
「
上
方
和
事
」
の
舞
台
と
役
者
が
浮
び
あ
が
り
、
（
語
り
手
）
天
香

記
者
の
種
取
り
の
半
径
が
察
せ
ら
れ
る
。
も
っ
と
も
「
紙
治
」
役
者
「
初
代

雁
治
郎
」
は
、
写
実
芸
で
あ
っ
た
由
な
の
で
、
天
香
記
者
自
身
、
探
訪
艶
種

さ
か
し
を
か
ね
よ
く
遊
ん
だ
と
い
わ
れ
る
「
北
の
新
町
（
現
梅
田
新
道
）
」

「
北
の
新
地
」
　
「
曽
根
崎
村
」
等
を
重
ね
る
と
、
明
治
十
年
代
の
「
大
阪
見

聞
記
」
或
い
は
「
新
地
評
判
記
」
と
も
受
け
と
れ
る
。
「
黄
昏
日
記
」
の
題

一
九



名
は
そ
こ
か
ら
来
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
「
椿
姫
」
　
マ
ル
ダ
リ
ッ
ト
の

日
常
に
と
っ
て
重
要
な
意
味
を
も
つ
「
観
劇
」
或
い
は
「
夜
の
宴
」
の
場
面

は
、
天
香
と
、
寄
宿
先
一
家
、
或
い
は
記
者
仲
間
と
の
花
見
と
も
と
れ
る
水

瀕
夫
婦
、
番
頭
た
ち
の
そ
れ
に
代
り
、
「
水
頼
家
騒
動
」
の
伏
線
も
入
っ
て
、

趣
向
と
し
て
は
面
白
い
。
が
、
「
月
の
う
ち
二
十
五
日
は
白
樺
、
五
日
は
虹
橋
」

の
花
束
を
桟
敷
に
置
き
、
居
間
に
飾
る
　
「
マ
ル
ダ
リ
ッ
ト
」
の
意
志
表
示

は
、
無
視
さ
れ
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
現
代
の
訳
本
で
も
、
男
性
の
訳
者
は

（
作
中
の
「
私
」
が
語
る
通
り
）
こ
の
意
味
を
不
明
、
と
し
て
い
る
が
、
「
月

の
障
り
」
即
ち
女
性
の
象
徴
で
あ
る
「
紅
椿
」
が
、
「
結
核
病
」
や
、
「
薄

倖
」
の
生
の
比
喩
と
思
い
違
い
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
、
こ
の
種
翻
訳
翻
案
の

「
壁
」
は
、
こ
の
時
期
、
「
原
訳
、
下
訳
」
に
随
っ
た
外
国
語
学
徒
に
と
っ

て
も
、
よ
り
越
え
が
た
い
「
お
歯
黒
溝
」
で
あ
っ
た
ろ
う
。

「
溝
」
そ
の
も
の
の
深
さ
を
、
そ
の
眼
で
た
し
か
め
た
明
治
二
十
年
代
の

作
者
「
一
葉
」
も
、
「
廓
」
や
「
新
開
地
」
の
風
俗
を
写
す
こ
と
は
出
来
だ

が
、
「
大
巻
（
『
た
け
く
ら
ぺ
』
）
」
や
「
お
力
（
『
に
ご
り
え
』
）
」
の
日
常
は
、

垣
間
見
る
に
と
ゞ
ま
り
、
「
意
志
を
通
す
た
め
の
男
と
の
心
中
」
は
白
く
不

可
解
に
と
ゞ
ま
っ
て
い
る
。
「
翻
訳
」
　
「
翻
案
」
の
文
体
を
云
々
す
る
こ
と

と
は
、
別
次
元
の
視
点
の
よ
う
で
あ
る
が
、
要
は
、
「
（
結
び
は
、
め
で
た
し

め
で
た
し
の
ど
ん
で
ん
返
し
だ
が
）
小
春
、
源
之
丞
悲
恋
物
語
」
、
一
葉
文

学
で
い
え
ば
「
結
ば
れ
ざ
る
恋
の
悲
劇
」
と
み
て
の
、
「
文
体
」
評
を
展
開

す
る
足
が
か
り
で
あ
る
。

『
夢
幻
』
も
ま
た
「
橘
千
春
」
を
め
ぐ
る
女
た
ち
の
悲
恋
物
語
と
し
て
、

そ
の
文
体
の
「
優
雅
、
流
麗
」
さ
を
、
国
文
学
者
は
高
く
評
価
し
て
い
る
か

二
〇

ら
で
あ
る
。
『
黄
昏
』
連
載
後
、
ほ
ぼ
十
年
を
経
た
再
刊
の
時
期
に
到
っ
て

も
、
（
訳
者
と
は
い
え
な
い
）
作
者
に
す
ら
、
「
椿
姫
」
の
再
生
は
不
可
能
の

ま
ま
に
終
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
天
香
逸
史
閲
醒
々
居
士
稿
の
署
名
で
再
刊
き

れ
た
『
黄
昏
』
の
端
書
き
を
要
約
す
れ
ば
「
徐
興
と
は
言
へ
根
な
し
ご
と
書

き
集
め
て
今
様
の
小
説
に
編
む
は
煩
わ
し
く
、
か
つ
人
を
誤
つ
尤
免
れ
ず
、

き
れ
ば
比
の
一
條
の
物
語
は
居
士
が
意
の
匠
に
出
た
る
者
に
は
非
ず
、
皆
予

が
先
年
親
し
く
他
よ
り
見
聞
せ
る
情
話
を
そ
の
儀
に
綴
り
な
し
（
傍
点
、
塚

田
）
」
た
と
あ
る
。
親
し
い
見
聞
例
と
し
て
、
「
紙
治
（
初
代
雁
治
郎
）
小
春
、

（
梅
玉
、
旧
称
、
福
助
）
」
「
籍
（
せ
り
）
の
品
々
と
、
浄
瑠
璃
本
の
類
い
（
天

香
寄
宿
先
は
、
明
治
維
新
前
迄
、
富
豪
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
加
太
八
兵
衛

の
分
家
加
太
和
住
の
家
の
所
蔵
品
）
」
と
並
べ
た
だ
け
で
、
「
（
花
郎
）
史
記
列

伝
」
は
お
ろ
か
「
口
伝
口
承
、
韓
国
古
典
」
見
聞
経
験
の
片
鱗
も
窺
え
な
い

の
で
、
本
文
引
周
に
よ
る
「
文
体
」
証
明
は
、
『
夢
幻
』
掲
載
期
明
治
二
十

七
、
八
年
の
小
宮
山
天
香
作
に
は
と
く
に
必
要
と
し
な
い
と
断
言
で
き
よ

ぅ
。
す
で
に
、
『
夢
幻
』
の
構
想
、
構
成
を
「
手
淫
保
物
語
」
の
そ
れ
や
、

「
文
体
」
を
、
黛
村
調
と
し
た
、
「
説
」
は
、
さ
ら
に
論
外
と
い
え
る
。

七

両
班
貴
族
男
子
の
一
代
記
『
九
雲
夢
』
と
ほ
ぼ
同
時
期
に
、
漢
文
体
で
記

さ
れ
た
『
謝
氏
南
街
記
』
は
、
両
班
貴
族
謝
家
の
血
筋
を
受
け
た
、
貴
族
女

子
の
「
守
節
」
一
代
記
で
あ
る
。
彼
地
研
究
者
に
よ
れ
ば
、
両
者
共
「
国
文

体
（
ハ
ン
グ
ル
交
り
）
」
に
書
き
直
さ
れ
た
異
本
が
、
数
種
あ
る
由
だ
が
、

二
葉
日
記
」
を
と
り
あ
げ
る
ま
で
も
な
く
、
桃
水
所
蔵
本
は
、
漠
文
体
の

「
巻
物
」
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
ほ
ぼ
間
違
い
な
い
と
思
わ
れ
る
。

粛
宗
期
の
「
御
家
騒
動
物
」
と
い
わ
れ
る
「
南
征
記
」
も
ま
た
桃
水
痴
史

座
右
の
書
の
う
ち
に
あ
っ
た
の
で
は
、
と
推
さ
れ
る
所
以
は
、
『
葉
山
築
山
』

（
M
誓
7
、
0
0
回
）
『
下
問
』
（
M
2
4
1
、
、
4
0
回
）
等
の
、
所
謂
「
御
家

騒
動
物
」
と
比
較
し
て
の
私
見
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
い
ず
れ
も
「
痴
史
」

の
署
名
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
「
史
劇
、
歴
史
小
説
」
の
文
体
と
し
て
、
『
夢

幻
』
に
共
通
し
て
い
る
こ
と
を
、
再
度
指
摘
す
る
に
と
ゞ
め
る
。

正
史
、
帝
王
史
と
し
て
の
史
記
（
『
三
国
史
記
』
）
が
、
高
麗
期
よ
う
や
く

官
費
に
よ
っ
て
成
立
し
た
、
朝
鮮
国
中
世
に
あ
っ
て
は
、
「
（
自
ら
も
ふ
く
め

て
）
他
を
慰
め
る
た
め
に
、
士
も
ま
た
物
語
を
記
す
こ
と
あ
り
」
の
好
例
と

し
て
、
『
九
雲
夢
』
六
巻
を
あ
げ
る
こ
と
が
出
来
る
。
断
る
ま
で
も
な
く
、

「
一
巻
、
二
巻
」
と
書
き
つ
ぎ
、
「
読
み
あ
げ
て
楽
し
む
」
巻
集
物
で
あ
る
か

ら
、
書
棚
に
安
置
し
て
、
「
科
挙
」
に
備
え
、
孤
独
の
場
で
暗
詞
、
読
解
す

る
、
文
献
史
料
で
は
な
い
。
花
郎
（
新
羅
騎
士
貴
族
）
が
、
傭
官
或
い
は
零

落
し
て
、
書
堂
（
村
の
私
塾
）
を
開
い
た
り
、
乞
食
芸
人
と
し
て
、
諸
国
を

流
浪
す
る
場
合
に
、
懐
中
に
入
れ
て
、
手
軽
く
持
ち
歩
け
る
よ
う
、
同
時

に
、
婦
女
子
に
も
理
解
で
き
る
よ
う
、
「
筋
を
面
白
く
し
て
儀
礼
を
説
く
」

文
体
に
お
い
て
、
『
史
記
』
と
『
巻
物
』
は
、
内
容
も
、
物
理
的
重
量
（
一

巻
二
巻
と
書
き
つ
い
で
ゆ
く
成
立
事
情
と
考
え
で
も
よ
い
）
も
、
全
く
異
な

る
も
の
で
あ
る
。
た
だ
全
篇
漢
文
体
の
た
め
に
、
邦
訳
の
場
合
「
文
語
体
」

を
と
ら
ざ
る
を
得
な
い
し
、
趣
向
は
戯
作
的
で
も
、
戯
文
、
戯
画
化
は
現
代

語
訳
も
と
り
が
た
い
節
度
が
要
求
さ
れ
る
。

『
夢
　
幻
』
考

当
然
の
よ
う
に
、
正
史
（
史
記
）
の
変
改
は
、
国
家
的
事
業
で
あ
り
、
「
述

べ
て
作
ら
ず
」
の
態
度
は
一
貫
し
て
い
る
。
が
個
人
史
記
（
日
本
流
に
言
え

ば
、
自
伝
小
説
、
自
照
文
学
の
類
い
）
の
体
裁
・
文
体
を
と
る
『
九
雲
夢
』

等
の
場
合
は
、
後
人
　
（
但
し
、
李
朝
期
は
両
班
士
族
に
限
ら
れ
る
の
が
、

「
伝
」
＼
と
異
な
る
と
こ
ろ
で
あ
る
）
の
加
筆
、
増
補
に
よ
っ
て
、
巻
数
が
増

え
、
新
た
な
「
詞
章
」
が
加
わ
っ
て
、
よ
り
「
虚
構
（
F
I
C
T
I
O
N
）
」

に
近
づ
き
、
さ
ま
ざ
ま
の
「
史
劇
、
詩
劇
」
の
詞
章
を
加
え
多
く
の
階
層
の

協
力
を
得
て
、
よ
り
広
い
「
詞
」
の
受
容
吸
収
に
よ
る
、
よ
り
深
い
理
解
が

及
ぼ
さ
れ
る
「
古
典
」
と
な
る
。
「
儒
教
」
の
説
く
「
仁
徳
」
、
両
班
の
「
文

の
徳
」
が
つ
ね
に
、
「
文
体
」
の
底
層
を
な
す
と
い
え
よ
う
。
因
み
に
「
（
口
）

伝
」
は
、
「
常
民
」
の
「
足
の
徳
」
　
「
権
力
諷
刺
の
意
志
」
に
よ
っ
て
、
今

日
の
「
春
香
伝
」
を
育
て
だ
と
い
え
る
。
そ
こ
に
、
「
鎖
国
文
化
圏
」
の
「
古

典
」
と
の
本
質
的
違
い
が
生
じ
る
わ
け
で
あ
る
が
、
政
策
的
に
は
「
鎖
国
封

建
体
制
」
を
と
っ
た
李
朝
期
と
い
え
ど
も
、
地
理
的
風
土
か
ら
は
、
異
文
化

の
影
響
を
、
「
常
民
」
は
む
ろ
ん
、
「
両
班
階
級
」
と
い
え
ど
も
、
「
怨
死
」

を
選
ぶ
以
外
、
否
応
な
く
受
け
い
れ
ね
は
「
儀
礼
」
を
全
う
す
る
こ
と
さ
え

叶
わ
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
『
九
雲
夢
』
作
者
と
さ
れ
る
両
班
金
萬
重
の

流
諦
地
　
「
南
海
の
孤
島
」
は
、
「
耽
羅
（
現
済
州
島
）
」
　
で
あ
っ
た
し
、
成

立
事
情
は
、
「
遠
地
（
ソ
ウ
ル
）
の
母
の
憂
い
を
慰
め
る
た
め
一
気
呵
成
に
」

し
た
た
め
ら
れ
た
も
の
と
い
わ
れ
る
。



八

「
文
姫
、
小
棲
」
が
協
力
し
て
、
「
千
春
」
の
無
礼
に
「
復
響
」
す
る
心

情
は
、
院
本
風
に
言
え
ば
　
「
執
念
深
い
女
ら
し
く
な
い
仕
返
し
、
厭
が
ら

せ
」
と
と
れ
な
い
こ
と
も
な
い
。
が
、
貴
族
子
女
「
鄭
蝮
貝
」
の
、
同
上
子

弟
「
楊
千
里
」
へ
の
「
復
讐
」
の
方
法
に
は
、
「
文
官
優
位
の
李
朝
詞
」
に

刻
ま
れ
た
「
儀
礼
の
意
志
」
が
読
み
と
れ
る
。
そ
れ
は
少
く
と
も
作
者
金
萬

重
が
、
巻
之
三
ま
で
は
、
自
ら
の
父
租
三
代
に
わ
た
っ
て
身
に
つ
け
た
教

養
、
自
他
貴
族
階
級
の
「
詞
」
見
聞
の
現
実
を
踏
ま
え
て
、
一
気
呵
成
に
記

し
た
こ
と
の
証
と
い
え
る
。
『
夢
幻
』
の
作
者
を
、
巻
の
四
以
降
を
、
『
続
・

胡
砂
吹
く
風
』
と
し
て
書
く
場
に
あ
る
　
「
小
説
記
者
」
で
あ
っ
た
と
す
れ

ば
、
校
閲
を
小
宮
山
主
筆
に
任
せ
る
に
は
「
出
社
せ
ず
」
の
真
偽
は
さ
て
お

き
、
「
書
き
次
ぐ
こ
と
あ
る
べ
し
」
の
期
待
は
持
て
て
も
、
前
編
、
後
編

「
下
訳
」
の
段
階
で
、
双
方
と
も
連
載
を
諦
め
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
、
と
推

さ
れ
る
。
む
ろ
ん
当
時
の
絵
人
頭
物
讃
者
に
と
っ
て
も
、
『
胡
砂
』
に
対
す

る
共
感
ほ
ど
の
関
心
は
な
い
「
王
朝
物
語
」
で
は
あ
っ
た
。

さ
て
、
『
胡
砂
吹
く
風
』
　
百
五
十
回
に
　
「
受
容
吸
収
・
征
服
併
合
」
き
れ

た
『
九
雲
夢
』
の
「
文
体
」
は
、
痴
史
の
署
名
に
共
通
す
る
、
「
李
朝
古
典
」

翻
案
、
或
い
は
実
録
を
も
と
に
し
た
小
説
に
の
み
み
ら
れ
る
「
文
語
体
」
で

あ
る
。
当
時
「
新
聞
小
説
（
絵
入
読
物
）
」
の
先
達
は
、
桃
水
の
側
に
た
て

ば
、
「
饗
庭
室
村
、
竹
の
屋
主
人
」
で
あ
り
、
天
香
は
、
「
新
聞
記
者
」
の

先
輩
に
す
ぎ
な
い
。
「
記
者
」
で
は
あ
る
が
、
覇
砂
』
掲
載
前
後
、
「
小

二
二

説
」
専
門
に
替
っ
た
桃
水
の
実
質
的
協
力
者
、
文
筆
仲
間
も
ま
た
「
室
村
」

と
い
え
る
。
し
か
も
、
天
香
の
大
阪
時
代
は
、
主
と
し
て
艶
種
校
閲
主
任
と

し
て
、
名
実
共
に
「
花
柳
界
、
芝
居
評
」
の
校
閲
が
、
本
業
で
あ
っ
た
。
む

ろ
ん
、
本
人
も
自
ら
筆
を
と
っ
て
、
「
穴
埋
め
」
は
し
た
で
あ
ろ
う
。
国
文

学
に
日
う
「
漢
文
体
、
文
語
体
」
を
駆
使
し
て
、
『
勇
婦
テ
レ
ー
ズ
伝
』
を

『
断
蓬
奇
縁
』
に
全
面
改
訂
し
た
の
も
、
所
謂
、
宣
長
以
来
の
「
片
仮
名
文
、

漢
字
交
り
」
の
「
国
文
学
的
摸
文
体
」
で
あ
る
。
女
主
人
公
の
行
動
は
、
新

し
い
題
材
と
し
て
面
白
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
『
九
雲
夢
』
訳
に
応
用

す
る
に
は
、
「
骨
折
損
の
く
た
び
れ
も
う
け
」
ど
こ
ろ
か
、
敢
え
て
天
春
闘

と
み
て
も
、
「
片
仮
名
を
平
仮
名
に
直
す
作
業
」
も
お
ぼ
つ
か
な
か
っ
た
の

で
は
と
推
さ
れ
る
。
こ
れ
も
、
か
り
に
で
あ
る
が
、
「
寛
容
と
忍
耐
」
の
権

化
の
よ
う
な
桃
水
痴
史
が
、
「
引
籠
中
の
小
官
山
家
」
に
日
参
し
た
と
し
て

も
、
「
巻
之
一
」
の
加
筆
訂
正
が
、
「
主
客
類
例
」
な
が
ら
、
精
い
っ
ぱ
い

で
あ
り
、
「
前
編
終
章
の
断
り
書
き
」
　
「
障
る
こ
と
出
で
来
た
」
の
は
、
天

香
自
身
か
も
し
れ
な
い
が
、
「
興
表
さ
ぬ
」
と
断
言
し
て
い
る
の
は
、
桃
水

痴
史
の
本
音
と
と
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
「
は
し
書
き
」
や
「
断
り
書
き
」
だ

け
を
問
題
に
し
て
い
る
よ
う
だ
が
、
こ
れ
ら
の
数
行
（
『
夢
幻
』
）
或
い
は
、

数
十
行
（
『
夢
』
『
胡
砂
』
他
流
史
作
の
　
「
筆
者
の
こ
と
ば
」
）
、
「
中
断
の
断

り
書
き
（
こ
れ
は
『
夢
幻
』
し
か
な
い
）
」
等
々
を
一
読
し
た
だ
け
で
、
『
九

雲
夢
』
の
翻
訳
、
翻
案
は
、
桃
水
痴
史
を
お
い
て
「
余
人
を
も
っ
て
代
え
難

い
」
仕
事
と
断
言
し
て
は
ば
か
ら
な
い
も
の
で
あ
る
。

九

年
譜
で
は
日
露
戦
争
後
、
長
唄
、
小
唄
端
唄
の
い
わ
ゆ
る
「
音
曲
界
」
に

転
身
、
長
唄
研
満
会
の
仕
事
に
没
頭
し
た
と
い
う
桃
水
は
、
天
与
の
「
例

音
」
と
「
音
感
」
を
具
備
し
た
「
詩
人
」
で
あ
り
「
語
り
手
」
で
あ
っ
た
。

大
阪
時
代
の
天
香
の
「
遊
び
」
は
、
女
体
に
溺
れ
ず
、
身
辺
清
潔
、
生
来

「
清
廉
潔
白
」
の
「
文
士
」
で
あ
っ
た
と
、
そ
の
伝
は
述
べ
る
。
「
述
べ
て

作
ら
ず
」
の
「
史
記
」
文
体
を
と
る
必
要
は
、
個
人
伝
に
は
な
い
が
。
「
か

く
あ
っ
て
ほ
し
い
」
伝
記
作
成
者
自
身
の
願
望
が
、
「
か
く
あ
っ
た
」
事
実

を
ま
げ
や
す
い
お
そ
れ
は
、
「
漱
石
、
鴎
外
」
ら
の
文
豪
伝
記
研
究
に
も
、

し
ば
し
ば
発
見
発
掘
さ
れ
る
。

「
韓
の
詩
」
の
響
き
は
、
「
浪
速
節
」
以
前
か
ら
、
倭
国
の
「
音
曲
史
」
に

流
れ
て
い
る
が
、
「
四
畳
半
」
に
押
し
籠
め
ら
れ
、
狭
隆
の
空
間
に
ふ
さ
わ

し
い
三
味
線
を
伴
奏
に
し
て
以
来
、
ま
ず
「
自
然
風
土
」
の
そ
れ
は
重
畳
日

田
史
か
ら
抹
消
さ
れ
た
と
い
え
よ
う
。
ま
し
て
、
「
（
武
）
士
も
ま
た
（
耳
に

快
い
）
物
語
を
聞
き
語
る
」
能
は
、
「
無
用
の
長
物
」
ど
こ
ろ
か
「
児
戯
に

類
す
る
」
遊
び
と
し
て
、
拒
絶
、
撤
廃
の
憂
国
を
み
て
い
る
。

個
人
史
、
自
然
詩
、
か
ら
、
語
る
ひ
と
、
聞
く
び
と
の
車
乗
を
通
し
、
全

身
に
伝
わ
る
「
響
き
」
「
唱
声
」
を
、
筆
者
が
耳
に
し
、
心
う
た
れ
た
の
は
、

幼
少
期
十
余
年
の
短
い
経
験
に
す
ぎ
な
い
。
が
「
黙
読
」
「
強
記
」
を
教
え

ら
れ
た
「
国
文
学
」
の
も
の
学
び
は
、
今
日
に
到
る
も
さ
ほ
ど
変
化
は
み
ら

れ
な
い
長
い
歴
史
が
、
背
後
に
横
た
わ
っ
た
ま
ま
で
あ
る
。

審
夢
　
幻
』
考

そ
れ
ら
、
素
朴
単
純
な
体
験
を
も
っ
て
「
文
体
」
の
背
後
の
「
詞
」
を
読

み
と
れ
る
と
い
う
、
自
信
も
、
自
惚
れ
も
な
い
が
。
「
体
」
は
　
「
体
裁
」

「
体
面
」
で
は
な
く
、
そ
の
ひ
ど
の
五
官
、
五
臓
六
腑
、
眞
正
血
筋
、
風

土
環
境
等
々
の
結
晶
　
（
雪
S
O
L
、
白
P
A
K
、
朴
P
O
K
）
　
と
し
て
観

る
、
能
は
、
多
少
な
り
と
も
身
に
体
し
て
い
る
つ
も
り
で
あ
る
。
そ
う
い
う

「
体
験
を
積
み
か
さ
ね
た
経
験
」
か
ら
、
江
戸
武
士
の
理
想
「
清
廉
潔
白
」

酒
色
を
）
「
退
け
る
意
志
」
を
、
天
香
の
「
文
体
」
に
観
ず
る
と
き
、
「
何
色

と
も
知
れ
ぬ
、
匂
い
な
き
」
花
か
、
「
何
の
響
き
も
音
楽
の
伝
え
る
詩
も
な

い
」
章
句
を
読
ま
さ
れ
る
感
で
あ
る
。

具
体
的
に
言
え
ば
、
『
黄
昏
』
の
文
体
の
底
層
に
聞
く
「
太
樺
」
　
「
義
太

夫
」
の
語
り
、
『
夢
幻
』
の
そ
れ
に
響
く
「
玄
琴
（
H
E
G
U
M
）
、
伽
椰
琴

（
K
A
Y
A
G
U
M
）
」
、
新
羅
琴
高
麗
琴
、
「
講
管
と
は
、
筆
者
の
五

官
に
、
全
く
異
質
、
異
形
の
印
象
を
与
え
る
。
か
り
に
小
宮
山
天
香
に
、
音

曲
、
話
語
の
才
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
『
夢
幻
』
前
編
の
筋
に
案
配
さ
れ
た

『
（
九
雲
夢
）
巻
之
一
』
の
下
訳
を
、
「
文
語
体
」
に
綴
る
た
め
、
国
文
学

者
の
指
摘
す
る
如
く
、
「
中
古
物
語
」
の
体
裁
を
借
用
す
る
し
か
な
か
っ
た

と
思
う
。
こ
れ
も
そ
こ
に
匂
い
立
つ
色
が
あ
る
と
仮
定
す
れ
ば
の
話
だ
が
、

お
そ
ら
く
は
、
「
紙
治
」
の
衣
裳
の
水
色
（
「
水
瀬
」
　
名
の
着
想
と
も
と
れ

る
）
か
、
「
小
春
」
或
い
は
「
夕
霧
」
の
そ
れ
の
桃
色
（
紅
梅
は
、
厳
寒
に

と
り
わ
け
、
紅
色
が
濃
い
の
で
、
「
夕
月
」
の
愛
称
に
ふ
さ
わ
し
く
な
い
）

が
、
平
安
朝
の
衣
裳
に
替
え
ら
れ
て
、
点
描
さ
れ
る
感
が
残
る
の
み
の
「
文

体
」
と
い
え
る
。

「
芙
蓉
の
瞳
（
桃
水
述
『
鳥
羽
の
恋
塚
』
）
」
や
、
「
玉
も
て
刻
み
、
血
を

二
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通
わ
せ
た
る
如
き
」
竣
貝
、
春
雲
の
匂
い
た
つ
肌
の
色
を
、
「
文
姫
、
小
櫻
」

い
ず
れ
の
「
上
璃
」
に
写
し
か
え
る
に
も
、
天
香
一
人
の
力
で
は
語
り
得
な

い
こ
と
は
、
明
ら
か
で
あ
る
。

ま
し
て
、
い
わ
ん
や
、
郷
笛
（
横
笛
）
諮
笛
（
縦
笛
）
玄
琴
（
胡
弓
で
あ

っ
て
、
伽
椰
琴
で
は
な
い
）
の
切
々
た
る
響
き
の
訴
え
る
と
こ
ろ
を
解
す
る

に
お
い
て
お
や
。

引
籠
中
と
は
い
え
、
硬
軟
両
記
事
に
通
達
し
た
主
筆
で
さ
え
、
投
げ
出
す

翻
案
小
説
を
、
当
時
の
読
者
大
方
が
、
受
け
い
れ
ら
れ
る
筈
も
な
く
、
後
篇

に
「
引
続
き
書
く
こ
と
あ
る
べ
L
L
の
お
断
り
は
、
紙
面
上
で
は
反
古
（
ほ

ど
）
に
な
っ
た
が
。
『
夢
幻
』
前
編
に
引
き
続
き
『
続
胡
砂
』
の
掲
載
に
よ

っ
て
、
朝
日
小
説
欄
側
と
し
て
は
、
約
を
果
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
更
に

続
い
て
『
後
篇
』
の
連
載
は
す
で
に
『
続
胡
砂
』
執
筆
中
に
書
き
た
め
ら
れ

た
も
の
と
も
み
ら
れ
る
。

以
上
、
誠
に
懇
意
的
に
『
夢
幻
』
作
者
の
『
文
体
」
を
あ
げ
つ
ら
い
、
私

見
を
述
べ
だ
て
、
「
比
較
文
学
の
方
法
」
を
学
問
的
に
ゆ
が
め
た
そ
し
り
は

免
か
れ
な
い
が
。
「
『
胡
砂
吹
く
風
』
考
H
L
に
よ
っ
て
、
桃
水
痴
史
作
に
於

二
四

げ
ろ
、
具
体
例
を
駆
使
し
、
こ
の
責
め
を
ふ
さ
ぎ
た
い
。

一
九
八
四
、
九
月
末
　
潤
　
　
筆

本
稿
は
和
田
繁
二
郎
博
士
古
稀
記
念
「
伝
統
と
現
代
」
所
載
、
拙
稿
「
桃

水
痴
史
作
『
朝
鮮
小
説
胡
砂
吹
く
風
孝
幸
に
続
く
「
半
井
桃
水
研
究
H
L
に

当
る
も
の
で
あ
る
。

注
①
　
明
2
7
年
9
月
よ
り
、
前
篇
2
5
回
、
東
京
朝
日
連
載
。
後
篇
は
明
2
8

年
よ
り
、
2
8
回
仝
右
。

②
　
水
戸
清
平
著
、
「
知
ら
れ
ざ
る
文
学
」
（
昭
3
5
・
l
…
　
水
戸
市
川
又

書
店
刊
）

③
　
柳
田
泉
薯

秋
社
刊
）

④
　
青
柳
南
冥

⑤
　
半
井
御
着
、

「
明
治
初
期
翻
訳
文
学
の
研
究
」
　
（
昭
3
6
年
9
月
、
春

（
綱
太
郎
）
訳
、
（
大
3
、
朝
鮮
文
学
研
究
会
刊
）

「
伝
教
大
師
」
（
大
1
0
・
2
、
滋
賀
県
阪
本
比
叡
山
延

暦
寺
、
伝
教
大
師
千
百
年
御
遠
忌
事
務
局
発
行
）

⑥
　
祖
父
半
井
文
中
は
典
医
な
が
ら
、
お
馬
廻
り
役
格
八
十
石
取
り
。

⑦
　
水
戸
清
平
薯
、
「
知
ら
れ
ざ
る
文
学
」
所
収
、
「
夢
幻
」
考

（
つ
か
だ
・
み
つ
え
　
京
都
女
子
大
学
名
誉
教
授
）

『
是
楽
物
語
』
　
の
構
造

「
か
な
草
子
」
は
、
文
芸
史
上
で
ま
だ
確
固
と
し
た
独
自
の
位
置
を
し
め

て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、
「
か
な
草
子
」
は
た
ん
に
「
浮
世
草
子
」

へ
の
過
渡
的
文
芸
で
も
な
け
れ
ば
、
中
世
小
説
の
エ
ピ
ゴ
ー
ネ
ン
で
も
な

い
。
し
た
が
っ
て
、
「
か
な
草
子
」
を
発
達
史
観
的
に
、
現
代
か
ら
遡
行
し

評
価
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
し
、
「
か
な
草
子
」
の
成
立
や
構
造
を
論
じ
る

場
合
に
も
、
そ
の
主
体
概
念
や
方
法
概
念
を
ど
う
把
握
す
る
か
と
い
う
こ
と

が
課
題
と
な
る
。
た
と
え
ば
『
竹
煮
』
も
、
作
者
の
長
編
的
意
図
に
関
わ
ら

ず
、
あ
ま
り
に
「
多
く
の
部
分
で
分
断
さ
れ
、
物
語
と
し
て
の
統
一
性
」
を

欠
い
て
い
た
し
、
「
緊
密
性
の
乏
し
い
構
成
」
と
「
遊
離
性
」
と
を
も
っ
て

い
た
。
こ
の
爽
雑
性
・
複
合
性
は
『
竹
斎
』
だ
け
で
は
な
く
、
他
の
「
か
な

草
子
」
も
共
有
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
こ
と
だ
け
を
も
っ
て
、
「
か
な

草
子
」
の
主
体
概
念
の
未
熟
さ
や
創
作
方
法
の
拙
劣
さ
を
言
う
こ
と
は
で
き

な
い
。
逆
に
言
う
な
ら
、
そ
こ
に
「
か
な
草
子
」
の
特
色
の
一
つ
が
あ
る
。

『
是
楽
物
語
』
の
構
造

前

　

　

芝

　

　

憲

　

一

『
是
楽
物
語
』
も
ま
た
こ
の
例
外
で
は
な
い
。

『
是
楽
物
語
』
は
上
中
下
の
三
巻
か
ら
成
っ
て
い
る
。
そ
の
構
成
も
、
そ

の
ま
ま
次
の
三
つ
に
分
け
ら
れ
る
。

0
　
「
友
名
」
「
是
楽
」
主
従
の
設
定
。
「
友
名
」
の
恋
愛
講
の
発
端
と
名

所
め
ぐ
り
。

⇔
　
有
馬
で
の
「
定
業
」
の
長
語
り
。

⇔
　
「
友
名
」
「
き
き
」
の
恋
愛
藷
。

し
か
し
、
こ
の
作
品
は
、
ス
ト
ー
リ
ー
だ
け
を
見
る
な
ら
、
野
田
寿
雄
氏

も
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
「
雑
然
と
い
う
感
を
免
れ
な
い
」
も
の
で
、
「
近

世
初
頭
の
小
説
形
態
の
混
乱
ぶ
り
を
象
徴
」
し
て
い
る
。
そ
の
「
雑
然
」

「
混
乱
ぶ
り
」
の
典
型
が
中
巻
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
有
馬
の
「
名
所
旧

跡
」
は
、
は
じ
め
か
ら
「
鞍
が
た
き
　
「
な
ど
た
つ
ね
し
も
、
の
ち
に
は
し

や
う
事
な
く
で
」
と
捨
象
き
れ
、
「
あ
ひ
物
が
た
り
」
の
つ
い
で
に
出
さ
れ

た
「
撥
山
の
温
泉
」
の
故
事
を
連
想
の
媒
介
と
し
て
、
「
聞
ゐ
る
人
、
と
て

も
の
次
に
、
か
の
楊
貴
妃
馬
鬼
と
や
ら
ん
に
て
露
と
さ
え
給
ひ
し
昔
の
秋
、

は
し
め
よ
り
か
た
り
給
へ
と
い
へ
は
、
是
楽
長
く
し
く
も
か
た
り
た
り
」

二
五


